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新潟市文化財センター（西区）において、企画展「育てる・紡ぐ・織る―麻の歴史―」

を開催します。 

麻は、縄文時代から着物や道具の材料として身近なものでした。また、近年は古代の機

織り機の復元実験や、繊維を分析する「繊維考古学」などの研究が進んでいます。 

今回の企画展では、麻の利用とその歴史について、新潟市及び新潟県内出土の考古資料

を中心に、絵図、民具なども合わせてわかりやすく展示します。 

多くの方にご覧いただきたく、広報活動にご協力くださいますようお願いいたします。 

企画展「育てる・紡ぐ・織る―麻の歴史―」を開催します（お知らせ） 

◆企画展「育てる・紡ぐ・織る―麻の歴史―」 

会 期：令和５年９月12日(火)～令和６年３月24日(日)  

開館時間：平日午前９時～午後５時 土日祝日午前10時～午後４時 

休館日：毎週月曜日(祝日の場合は翌日休館)･９月26日(火)･11月24日(金)･12月28日(木)

～１月３日(水)･３月21日(木) 

会 場：新潟市文化財センター 

(新潟市西区木場２７４８－１) 

観覧料：無料   

学芸員による展示解説：12月３日(日)午後２時～（申込み不要） 

 
◆関連講演会「考古資料から考える古代の紡織について」 
講 師：東村 純子氏（福井大学准教授） 

日 時：11月3日(金・祝)午後１時半～午後３時(オンライン配信はHPより要申込み)  

会 場：新潟市文化財センター(新潟市西区木場2748番地１) 

参加費：無料 

■問い合わせ  

新潟市文化財センター  

朝岡政康・諫山えりか・相澤裕子 

新潟市西区木場 2748-1 

電話 025-378-0480（直通） 

bunkazai@city.niigata.lg.jp 

土器に残る布の痕 






